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春播コムギにおけ る収穫指数の

品種間および処理間差異

丹野 久本・後藤寛治

北海道大学農学部食用作物学教室

*上川食業試験場

(昭和 58年 6月27日受理)

Range of Variations of Harvest lndex in 

Spring Wheat Varieties 

Hisashi T ANNO* and Kanji GOTOH 

Laboratory of Field Crops， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University，、 Sapporo，Japan 

*Kamikawa Agricultural Experiment Station， Nagayama， 

Asahikawa， Japan 

緒言

収穫指数は植物体の全生産量に占める子実生産量の割

合と定義される。しかし実際には成熟期の全重に占め

る子実重の割合が収穫指数として用いられている3)。 す

なわち，子実重は全重と収穫指数の 2つの構成要素から

成る。

近年，イギリスにおいてムギ類の新旧品種を比較した

結果，育成年次の新しい品種ほど短秤で収穫指数が高く，

そのため子実収量が高いことが認められている1，4，5)。ま

た，本州産オオムギ新旧品種聞には子実収量に差異は認

められないが，新しい品種ほど短稗で収穫指数が高いと

する報告もある9)。一方，日本のコムギ品種農林10号に

由来する媛性遺伝子がアメリカやメキシコなど，世界各

国で品種改良に利用されてきたが，この遺伝子を持つ品

種の特徴として，短秤で収穫指数が高いため子実収量が

高いことが認められている8，11)。 さらに， DONALDら

は禾穀類の育種の選抜指標に子実収量だけではなく全重

と収穫指数も使うことを提唱している3)。一方，著者ら10)

がすでに指摘したように，北海道の春播コムギ品種はオ

オムギやエンパクの品種に比べ収穫指数が低し、。したが

って，北海道の春播コムギの収量性について，収穫指数

の面から解析を加えることは，意義があると思われる。

本実験は北海道の主要な新旧品種，系統と，農林 10号

に由来する媛性遺伝子を持つ品種を含む外国品種および
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本州の品種を供試し，収穫指数およびその関連形質の比

較を目的に行ったものである。ここには，収穫指数の品

種間差異，収穫指数の密度と窒素施与に対する反応，年

次変動および分散成分より求めた広義の遺伝率について

報告する。

材料および方法

本実験には， Table 1に示すように， 1905年に奨励

品種に決った札幌春小麦を始め，主要な北海道の春播コ

ムギ 7品種と比較的新しく育成された 3系統，本州の 5

品種およびメキシコ，アメリカ，カナダ，イタリア，西

ドイツ産の 11品種，計 26品種，系統を用いた。

農林 10号は Rhtlと Rhtzの2つの媛性遺伝子をも

っている。これは以前，それぞれ Sd)， Sぬといってい

たものである。本実験の供試品種については， Jupateco 

73Sが Rhtlをもち， Pitic 62， Sonora 64， Eraは

Rht2をもっている。一方， CI 17392は硬質春嬬コムギ

品種 Centanaの標準系統で媛性遺伝子をもたず， CI 

17398は Centanaを母材とした半媛性品種で農林 10号

のもつ 2つの媛性遺伝子のうちいずれか 1つをもち，

Centanaより多収なことが知られてし必。同様に， CI 

17401は Centanaの媛性の遺伝的同位系統であり 2

つの媛性遺伝子をもっている。

試験は北海道大学精密圃場で，つぎの 5年間にわたり

行った。 1972年には7品種を供試し，播種密度 300革立:1m2
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Table 1. Varieties examin巴d

Year 
Variety Origin 

1972 1977 1978 1979 1981 

Sapporoharukomugi 

Norin 3 

Norin 29 

Norin 35 

Kitamiharukomugi 

Haruhikari 

Haruminori 

Kitamiharu 26 

Kitamiharu 38 

Kitamiharu 42 

Danchikomugi 

Fujimikomugi 

Kobushikomugi 

Norin 61 

Ushiokomugi 

Pitic 62+ 

Sonora 64十

Jupateco 73 S+ 

Era十

CI 17392 

CI 17398+ 

CI 17401+ 

Manitou 

Kloka WM  1353 

Opal 

Victor 1 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Hokkaido 

Honshu 

Honshu 

Honshu 

Honshu 

Honshu 

Mexico 

Mexico 

Mexico 

USA 

USA 

USA 

USA 

Canada 

Germany 

Germany 

Italy 

* 

* 
* 
* 
ネ

* 本 * 
* 

場ド ネ

* 

* * 

* * 

* * 

* 
水 * 

* 

* * 
ネ * 

Note. +: These varieties have the dwarf genes derived from Norin 10. 

で畦幅 30cmの条播とし， 1977年には 6品種を用い， 20，

10，5 cmの正方形植え， 1981年には9品種を用い，畦幅

20cm，株間 10cmの千鳥播とした。肥料は N，P，K成 1. 北海道の品種

結

* * 

* 

* 

* 

* 

* 

* 
* 

* 
* ，: 

* 

* 

* 

* 

* 
* 

果
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分量で 10a当たりそれぞれ 6，7，5kgを全量基肥として Table 2には，普及初年次が 1905年の札幌春小麦か

施与した。なお， 1979年には，窒素施与量0，6， 12 kgl ら現在の基幹品種ノ、ルヒカリとハルミノリまで北海道の

lOaの3水準とした。 1978，1979年にはそれぞれ密度と 新旧 7品種および北海道立北見農業試験場で育成した比

窒素を主試験区とし，品種を副試験区とする分割区法， 較的新しい 3系統について，収穫指数とそれに関連する

他の年次は乱塊法で試験区を配置し，いずれも 2反覆と 子実収量，全乾物重および稗長を示した。供試年次が品

した。 種により異なるため各形質ともハルヒカリの値を 100と

各年次とも 4月下旬頃播種し 7月下旬から 8月上旬 する指数で表示し，複数の年次および処理に供試した品

にかけて収穫した。成熟期に平均的なO.2m2につき全乾 種は平均値とした。この 4形質の中で育成年次との関連

物重，子実収量および主要な 5茎につき稗長を測定した。 が最も明確に認められたのは収穫指数で、あり，育成年次
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Table 2. Harvest index and its related characters 

Variety Year of Harvest Grain Total dry Culm 

and line release index yield weight length 

(70) (70) (70) (70) 

Sapporoharukornugi 1905 78 84 109 106 

Norin 3 1930 66 70 107 95 

Norin 29 1938 97 97 101 92 

Norin 35 1938 90 83 93 97 

Kitarniharukomugi 1958 93 104 114 103 

Haruhikari 1965 100 100 100 100 

Haruminori 1969 99 106 107 97 

Kitarniharu 26 107 88 83 82 

Kitamiharu 38 108 96 88 74 

Kitamiharu 42 114 111 98 76 

Note. Values are shown as percentages to those of Haruhikari 

Data of varieties examined in plural experiments and treatments are shown by means. 

Actual values of Haruhikari， means of data in五veyears， are as follows; harvest 

index: 37.270， grain yield: 313 gjm2， total dry weight: 871 gjm2， cu¥m length: 92 cm. 

の新しい品種，系統ほど収穫指数が高い傾向があった。

すなわち，最も古い札幌春小麦，農林3号がそれぞれ

78， 66%と低いのに対し，ハノレヒカリ，ノ、ノレミノリが既

存の品種中最も高く，さらに新系統はハノレヒカリに比べ

7~14% 高かった。

子実収量は，収穫指数に比べ育成年次との関連が明ら

'かではないものの，キタミハルコムギ，ハルヒカム

ノレミノリが他の 4品種に比べ高く，新系統については系

統間で差異が大きいが，最も新しい北見春42号が 111%

と北海道の品種，系統では最高であり，育成年次が新し

くなるほど収量性が改善されてきている傾向がうかがわ

れる。

一方，全乾物重は北見春26号，北見春 38号がそれぞ

れ 83，88%と小さいのに対して，キタミハルコムギが

114%と最も大きし育成年次との関連はみられなかっ

た。また，手早長も同様に品種間で 92~106% の差異があ

るものの育成年次と一定の関連は認められないが，新系

統は 74~82% と既存品種に比べ短秤であった。

以上のように，全乾物重と稗長には新旧品種闘に一定

の関係はないが，新しい品種ほど収穫指数が高く，子実

収量が多い傾向を示した。さらに，新しい系統はこれら

の既存品種に比べ短梓で収穫指数が高く，子実収量が多

い系統も認められた。

2. 本~'I'Iの品種

Table 3には本州の 5品種の収穫指数とその関連形質

を， Table 2と同様にハノレヒカリを 100とする指数で示

Table 3. Harvest index and its 

related characters 

Harvest Grain T~tal Culm 
Variety i山 X Y1eld wi(%z) ht length 

(70) (70) (70) (%) 

Danchikomugi 119 97 83 65 

Fujimikomugi 105 65 61 69 

Kobushikomugi 118 82 69 62 

Norin 61 119 100 85 72 

Ushiokomugi 123 92 75 67 

Note目 Percentagesto Haruhikari are shown， 
like as in Table 2. 

した。本州、!の品種は得長が 62~72% といずれも短梓で、

あり，したがって収穫指数はフジミコムギで 105%，他

の 4 品種で 118~123% と高かった。 しかし，全乾物重

が 61~85% と低いため，子実収量は 5 品種中最高の農

林 61号でハルヒカリ並であった。

3. 導 入 品 種

外国の 11品種の収穫指数とその関連形質を Table2， 

3と同様にノ、ルヒカリを 100とする指数で示したのが

Table 4である。外国の品種は以下の 3つのグループに

わけられよう。すなわち， Pitic 62， Sonora 64， Jupateco 

73 S， C1 17398 の 4 品種はノリレヒカリに比べ稗長が 66~

82% と短存で収穫指数が 104~119% と高いが， 全乾物

重は Pitic62を除きいずれも小さく，子実収量は Pitic
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Harvest index and its 

related characters 

Variety 
Harvest Grain 
index yield 

(%) (%) 

n
L
M
¥
/
一

山
昭
防
一

C
町

一
φ
L

一

山

η
一則則一

U
d
m
，(一

Pitic 62 

Sonora 64 

Jupateco 73 S 

Era 

CI 17392 

CI 17398 

CI 17401 

109 

119 

115 

92 

90 

104 

98 

112 

103 

91 

79 

86 

98 

87 

108 

86 

115 

71 

103 

86 

79 

83 

96 

91 

89 

107 

96 

120 

85 

乱1anitou 97 

Kloka WM  1353 89 

Opal 96 

Victor 1 84 

Note. Percentages to Haruhikari are shown， 
like as in Table 2 

Table 5. Correlations between harvest index 

and its related characters 

Character 
Grain Total dry Culm 
yield weight length 

Harvest index 0.411 * -0.538** -0.581** 

Grain yield 0.532** 0.232 

Total dry weight 0.775**ネ

Note. D.F.=24 

*，料 and***: SigniJicant at 5%， 1 % and 0.11< 
levels， respectively. 

62とSonora64がそれぞれ 112，103%と高かった。こ

れに対し， Manitouと Opalはハノレヒカリに及ばない

もののやや長稗で全乾物重が大きく，収穫指数がやや低

いものの子実収量が 108，115%と高かった。一方， Era， 

CI 17401， Victor 1 は 52~67% とかなり短秤であり，

CI 17392， Kloka WM  1353はやや長稗てあるものの

他の 3形質についてはいすーれの品種ともハルヒカリに劣

2

6

8

7

5

6

2

7

0

3

5

 

0
0
a
u
c
o
a
u
n汐
巧

d
F
b
Q
u
q
u
Q
U
F
O

数が高く，さらにその中で、メキシコの 2品種は子実収量

においてもまさっていた。

Table 2， 3， 4から， 4形質問の相関係数を算出し

Table 5に示した。子実収量は収穫指数と全乾物重の両

形質との聞に正の相関を示した。稗長は収穫指数と

は負の，全乾物重とはやや高い正の相関があり，これら

のことから収穫指数と全乾物重の間には負の相関が得ら

れた。

4 密度反応

ノ、ルヒカリと外国の 5品種について収穫指数の密度反

応を Table6に示した。収穫指数の密度反応には明ら

かな品種間差異が認められる。すなわち，ハノレヒカリ，

Era， CI 17401， Opalの4品種はお個体1m2区に比べ

100 個体1m2 区で 2.8~4.6% 高く，さらに Era と Opal

は 100個体1m2区より 400個体1m2区でやや高く，他の

2品種は両密度区でほぼ同じであった。これに対し，CI 

17398は密植区ほど低く， CI 17392は密度処理の差異

が小さかった。

Table 6. Response of harvest index 

to density 

Density (plants/m2) 

Variety 25 100 400 

(%) (%) (%) 

Haruhikari 34.7 38.8 38目5

Era 34.3 38.9 40.8 

CI 17392 33.7 33.0 33.5 

CI 17398 41.4 39.9 38.0 

CI 17401 35.2 37.0 37.4 

Opal 30.2 34.8 35.7 

おlean 34.9 37.1 37.3 

Signi五cant D ** 

effects V ネ本

DXV 本

Note. D: Density， V: Variety. 
* and 料 SigniJicantat 5ro and 1 ro levels， 

respectively. 

っていた。 しかし， Era については後述するように 3年

供試した中で 1年についてのみ収穫指数がきわめて低 5. 窒素反応

く，そのため Table4の値も低くなったが，他の 2年 北海道の 6品種と外国の 7品種について収穫指数の窒

については 103，113%と高く， Sonora 64等に類似し 素反応を掲げたのが Table7である。窒素の影響は統

た特性を示した。 計的に有意でないが， Eraを除くすべての品種において

以上のように，供試した外国の 11品種の中でメキシ 窒素施与量が多くなるに伴い低下した。 Eraは無窒素区

コとアメリカの 4品種はハノレヒカリに比べ短稗で収穫指 から 6kgN/10 a区にかけ低下するが，12kgN/10 a区
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Table 7. Response of harvest index 

to III trogen 

Nitrogen level (kg/10 a) 

Variety O 

(活)

Sapporoharukomugi 29.7 

Norin 3 27.0 

Norin 29 36.3 

Norin 35 35.5 

Kitamiharukomugi 34目6

Haruhikari 34.9 

Pitic 62 39.0 

Era 40.9 

CI 17392 33.8 

CI 17398 36.0 

Manitou 33.7 

Opal 36.9 

Victor 1 32.6 

Mean 34.7 

Significant N 

effects V 

NxV 

Note. N: Nitrogen， V: Variety. 

同 Significantat 1% level. 

6 12 

(70) (%) 

25.7 25.1 

22.1 19.6 

32.8 31.5 

32.0 26.0 

30.9 30.1 

34.6 34.0 

37.2 32.4 

39.1 39.7 

33.1 27.2 

35.4 33.1 

33.0 29.5 

35.8 31.7 

25.7 25.8 

32.1 29.7 

** 
*水

Table 8. Differences of harvest index 

in four seasons 

Variety 
1972 1977 1978 1981 

(%) (%) (%) (%) 

Haruhikari 42.5 38.7 34.6 38.5 

Pitic 62 49.4 37.2 42.5 

Era 39.9 39.1 22.3 

Opal 35.3 35.8 37.3 

Victor 1 33.4 25.7 35.0 

Note. Means of three treatments were dealt 

with in 1977 and 1978. 

さらに， 1978年の 6kg/10 a区， 1979年および 1981年

のデータから分散成分より求めた広義の遺伝率を算出し

たところ，稗長は 97.4~98.5% と高く，収穫指数は年次

間で差が大きく 57.1~94.4%であった。

論議

本実験の結果から北海道の春播コムギ品種は短稗化等

で収穫指数を高めることにより収量性を改善してきてい

ることが示唆された。 AUSTINら， LAWESおよび

RrGcsらはそれぞれイギリスのコムギ，エ、ノパク，オオ

ムギについて新旧品種の比較を行L、，同様な結果を得て

し、る1，4，5)。

供試した外国の 11品種の中でメキシコの 3品種およ

びアメリカの l品種は北海道品種に比べ短稗で、収穫指数

では 6kgJlO a区よりやや高かった。すなわち，窒素施 が高く，特にメキシコの 2品種は子実収量もまさってい

与による収穫指数の低下には品種間差異がみられる。っ た。 SYMEはメキシコのコムギ品種をオーストラリア

まり 3窒素処理区の最高と最低の差が最も小さいハノレ の品種と比較し，メキシコの品種の同様な特徴を認めて

ヒカリと Eraでそれぞれ 0.9，1.8%であるのに対し， いる8)。 これらのメキシコとアメリカの品種は日本の農

CI 17398は2.9%，農林3号は 7.4%を示した。しかし;ff10号に由来する媛性遺伝子を持っており，これらの特

各品種の密度反応については，北海道の品種の育成年次 徴はこの遺伝子によるものと考えられる。農林 10号の

との聞に一定の関連は認められず，北海道の品種と外国 緩性遺伝子はこれまで世界中で広く利用されてきている

の品種との差異も明らかではなかった。 が，本実験から北海道の春播コムギ育種にも利用可能な

6. 年 次 変 動 ことが示唆された。

Table 8には，供試回数の多かった 5品種の収穫指数 一方，本州、|の品種は北海道の品種に比べ短稗で収穫指

を示した。この表から収穫指数はやや大きな年次変動を 数が高いものの全乾物重が低いため子実収量もハルヒカ

することがわかる。たとえば，ハルヒカリと Pitic62 リに劣るものが多かった。それに対し，西ドイツの Opal

は 1972年にはそれぞれ 42ム 49.4%と高いのに対し， とカナダの Manitouは北海道の品種に類似し，長稗で

1978年には 34ム37.2%と低かった。 1981年に Eraは 収穫指数は低いが，全乾物重が大きいため子実収量はハ

22.3%と特異的に低かったがこの原因は明らかではな ルヒカリより高かった。 Table5で指摘したように短稗

い。しかし，このような年次変動にもかかわらず品種間 な品種ほど収穫指数が高いものの全乾物重が小さい傾向

，の相対的順位はほぼ変わらず， 1981年の Eraの事{7IJを がある。これらのことから，子実収量を高めるには収穫

除けば各年次とも Pitic62とEraはハノレヒカリと Opal 指数が高いだけでなく，全乾物重がある程度大きいこと

より高く， Victor 1は5品種中最低であった。 が必要である。



丹野・後藤: 春矯コムギにおける収穫指数の差異 61 

収穫指数の密度反応について次の 3つの異なるタイプ 以上のことから，北海道の春播コムギの収量性を理解

が認められた。すなわち 4品種は疎植区から標準区に するうえで収穫指数が重要な意味をもつことが明らかに

かけて高くなり，さらに密植区では標準区とほぼ同じか， なった。さ色に，環境の変動に対する安定性を考えれば，

やや高くなったのに対し，逆に密植ほど低くなった品種 DONALDらが提唱したように3)収穫指数を選抜の1つ

およひ・密度処理に明確な反応を示さなかった品種がそれ の指標と Uて扱うことは有効ではなし、かと思われる。.今

ぞれ 1品種ずつ含まれていた。 DONALDらは，イネ科 後，収穫指数と生理生態的諸形質の関係について検討し

作物の収穫指数は最大子実収量を示す密度以上の密植で たい。

は急激に低下することを指摘した3)。 本実験では子実収

量はいずれの品種も密植区で最大となり，これらの 3つ

の密度反応は最大子実収量に達する密度より疎な密度に

ついての結果と考えられる。このことから，疎植区より

標準区と密植区で収穫指数が高かった品種には収穫指数

を最高にする密度があるものと推察される。しかし，こ

の種の密度が他の密度反応を示した品種にもあるのか否

かについては明らかではない。

窒素施与量が多くなるに伴い収穫指数は低くなった

が， 低下の程度は品種聞に差異ーがあり， ハノレヒカリと

Eraは他の品種に比べかなり小さかった。高橋らはオオ

ムギについて同様なことを認めており9)，さらに VOGEL

らが半媛性コムギ品種と長得品種を標準区と多肥区につ

いて比較した結果から，収穫指数が半媛性コムギ品種で

は両弘で類似しているのに対し，長稗品種では標準区に

比べ多肥区で大きく低下したことが示唆される11)。しか

し，本実験では秤の長短や媛性遺伝子の有無により，収

穫指数の窒素反応に一定の差異があるとは認められなか

った。今後この点についてさらに検討が必要である。

以上のように，収穫指数は栽植密度や窒素施与量に反

応し，その反応には品種問で差異があった。しかしこ

れらの処理区の収穫指数について，各品種の相対的順位

を検討してみると，密度試験では m2当たり 25個体区と

400個体区の間ではその処理幅がきわめて大きいためか

順位の差が大きかったが， 25個体区と 100個体区， 100 

個体区と 400個体区の間では比較的安定していた。窒素

試験についても， 0 kg N/10 a区と 6kgN区， 0kgN区

と12kgN区， 6kgN区と 12kgN区の間で収穫指数

の順位相関を算出したところそれぞれ 1'=0目857***，l'ニ

0.830料水，r=0.885木材の高い正の値が得られた。また，

年次を変えた場合にも SINGHらが指摘したように7)，

品種の相対的順位は概してかわらなかった。さらに，収

穫指数の広義の j宣伝率は 57~95% であり， BHATT と

ROSIELLEらがそれぞれコムギとエンバクについて報告

した値とほぼ類似していた2，6)。これらのことから，収穫

指数の環境による変動はそれほど大きくはないものと，思

われる。

摘 i 要

1905年以来の北海道の主要な春播コムギ 10品種， 系

統，本州、|の 5品種および外国の 11品種を 1972，1977， 

1978， 1979， 1981年の計5カ年にわたり供試し (Table1)， 

収穫指数とそれに関連する諸形質を比較するとともに，

収穫指数について， m2当たり 25，100，400個体の栽植密

度と 10a当たり 0，6， 12kgの窒素施与に対する反応、，

年次変動および遺伝率を検討した。主な結果は以下のと

おりである。

1. 北海道の育成年次の新しい品種は古い品種に比べ

収穫指数と子実収量が高い傾向があった。さらに，これ

ら既存品種に比べ新しい系統は短存で、収穫指数が高く，

子実収量が高い系統も認められた。

2. 本州、|の品種は北海道の標準品種ハルヒカリに比べ

収穫指数が高いものの，全乾物重が小さいため子実収量

についてはほぼ同じか劣っていた。

3. 農林 10号の倭性遺伝子をもっメキシコの 3品種

とアメリカの 1品種はハノレヒカリに比べ短秤で‘収穫指数

が高く，その中でメキシコの 2品種は子実収量において

もまさってし、f.:.o

4. 子実収量は収穫指数および全乾物重とそれぞれ

1'=0.411ヘ'1'=0.532料の正の相関を示した。

5 手早長は収穫指数と 1'=ー0.581料の負の相関，全乾

物重とは r=0.775料水の正の相関を示した。

6. 収穫指数の栽植密度に対する反応は品種間に差異

が認められ，疎植区から標準区にかけて高くなり，さら

に密植区では標準区に比べほぼ向じかやや高くなる品

種，逆に密植ほど低くなる品種，および栽植密度に明確

な反応を示さない品種の 3つのタイプに分けられた。

7. 窒素施与量が多くなるに伴いほぼすべての品種に

おいて収穫指数は低下したが，低下の程度には品種聞に

差異が認められた。

8. 年次により収穫指数は変動するものの品種の相対

的順位はほぼかわらなかった。

9. 収穫指数の分散成分より求めた広義の遺伝率は

57~95% であった。
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Summary 

Harvest index was studied using old and newly 

bred seven varieties and three lines in Hokkaido， 

五vevarieties in Honshu and eleven foreign varie-

ties during the following五veseasons (Table 1). 

In 1972， 1979 and 1981 field experiments were made 

in a randomized block design. In 1977 three levels 

of planting density， 25， 100 and 400 plantsfmZ， and 

in 1978 three levels of fertilizer application， 0， 6 

and 12 kg nitrogenjl0 a， were dealt with under split-

plot design， respecti、rely. The results obtained are 

summerized as follows; 

1. As compared with the older varieties in Hok-

kaido， the newly bred ones had become higher in 

harvest index and grain yield. Moreover， newly 

bred lines had shorter culm length and higher 

hervest index， and one of these lines had higher 
grain yield than those of varieties (Table 2) 

2. Varieties in Honshu had similar or lower 

grain yields in spite of their shorter culm length 

and higher harvest index than varieties in Hok-

kaido (Table 3). 

3. Three Mexican and one American varieties 

had shorter culm length and higher harvest index， 

and two Mexican ones of them had higher grain 

yield than varieties in Hokkaido (Table 4). 

4. Grain yield had signi五cantpositive correla-

tions with harvest index and total dry weight，γ=  

0.411* and r=0.532**， respectively (Table 5). 

5. Culm length had significant negative correla-

tion with harvest index， r=ー 0.581判ヘ andsigni五-

cant positive correlation with total dry weight， 

r=0.775料*(Table 5). 

6. Based on the density response， six varieties 

could be classi五ed into three groups: (1) Four 

varieties which had lower harvest index in 25 

plantsjmZ than in the other densities， (2) One vari司

ety which had lower harvest index in higher den-

sity， (3) One variety of which harvest index in the 

three densities were similar (Table 6). 

7. Application of nitrogen gave decreases of 

harvest index in all varieties. Among varieties， 
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however， di妊erenceswere found in degrees of de- (Table 8). 

crease (Table 7). 9. Heritability of harvest index based on vari-

8. Over three or four seasons， some varieties ance components was rather high， ranging from 
gave a consistently high or low harvest index 570;0 to 950;0. 


